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平成18年度下期の
計画生産対策

生乳等需要が減少するなか、依然として脱脂粉乳は高い在庫水準を示し、乳製品需給のネックとなっている。

こうした生乳需給問題の解決を図るため、13年ぶりの減産を行い、

生産現場では厳しい出荷抑制対策が講じられている。

また液状乳製品やチーズ向けの拡大という対策も採られている。

＊

そうした需給状況の中、11月1日の指定団体実務責任者会議で18年度下期の計画生産対策が議論された。

要点は「計画生産の遵守」そして「生産回復の抑制」。

本特集では平成18年度計画生産を改め見直す。

平成18年度下期の
計画生産対策
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①最近の需給の特徴
　平成12年を契機に消費者の加工乳離れが進み、牛乳回帰の傾向が見られた。しかし、牛乳について
も少子高齢化や食生活の変化、他飲料の台頭など食を取り巻く環境の変化によって、平成15年以降消
費量は減少している（図1・図2・図3）。
　一方、加工乳や乳飲料などを中心に、乳業・非乳業を問わず広く使われていた脱脂粉乳は、需要を
大きく落とし、平成15年度末には9万3200tもの過剰在庫を抱えるほど需給状況は悪化した（図4）。平成
17年度末には在庫を7万5300tにまで削減できたものの、依然として高い水準であることに違いはない。
　このような脱脂粉乳在庫量の増加が問題となるなか、WTO農業交渉の本格化などによって酪農乳業
の国際化対応が課題となり、生クリームなど液状化対策とチーズ向け生乳の拡大といった生乳需給の
構造改革が行われている（図5）。さらに無脂固形分の需給に注目すれば、これまでの脱脂粉乳需要を脱
脂濃縮乳や殺菌乳で置き換える動きもあり、脱脂粉乳需要は減小する傾向にある。
　また、バターについても、昨年度は在庫を積み増すなど需給が緩和傾向にあり、脱脂粉乳在庫問題
と合わせて解決しなければならない課題として取り上げられた。

1.平成18年度計画生産の骨子
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図１　牛乳生産量の推移
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②18年度計画生産の基本設計
　現在の計画生産の基本設計は、毎年発表されるJ-milkの需給予測に基づき、国産生乳の総需要量から
チーズ向け生乳を除外した数量がベースとなっている。さらにここ数年は、前述したとおり脱脂粉乳の
過剰在庫が問題となっているため、乳製品需要について、脱脂粉乳ベースとバターベースの二つの生乳
需要量予測が立てられ、より高度な計画生産の設計が進められている。

＊
　こうした基本設計を踏まえ、18年度計画生産は、i）脱脂粉乳在庫を17年度末水準から5000t削減する、
ii）バター在庫を17年度末水準以上に積み増さない、の二つを目標に設定された。それぞれの17年度末
在庫は7万5300tと3万1000tなので、18年度末には脱脂粉乳在庫を7万300t以下に削減することが求めら
れる。
　つまり、販売基準数量は需要の少ない脱脂粉乳ベースの生乳需要量（J-milk当初予測=牛乳等向け466
万2000t、乳製品向け=287万1000t）から脱脂粉乳5000t分（生乳換算=5万7500t）を差し引いた数量にイン
サイダー率（96.7％）を乗じた722万5615tと設定された（図6）。

③特別枠の設定
　平成17年度は「アクセルを踏まない」計画生産だったのに対し、18年度は「ブレーキを踏む」減産型
の計画生産となった。18年度計画生産の販売基準数量は17年度実績に対して約39万t減となり、生産意
欲を大きく削ぎかねない。そこで、減産に取り組みつつ生産基盤と生産意欲を落とさないために、二つ
の特別枠が設定された。
【特別枠A】
　脱脂粉乳ベース（5000t在庫削減水準）とバターベースの需要には約20万tの差がある。冒頭の計画生産
の柱ii）を基に考えると、バター在庫を積み増さない水準までは搾れる計算になる。この差分が「特別枠
A」に当たる。「特別枠A」については、バターは一般市場に流通させ、それ以外（脱脂粉乳になる部分
=無脂固形分）は一般市場とは区別して新規需要を開拓することで対応する。
【特別枠B】
　「特別枠A」を超えた分については、脂肪分（バター分）と無脂固形分（脱脂粉乳分）の双方を一般市場
外で利用・置き換える「特別枠B」として約6万t設定した。

＊
　以上が18年度計画生産の基本的な仕組みだ。

図 6　18 年度計画生産の仕組み
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2.生乳需給の進捗状況と中間予測

①生乳生産は供給目標を4万t下回る
　9月までの計画生産実績と各指定団体に対して行ったヒアリングを基に中央酪農会議が出した推計に
よると、全国の生乳生産量は供給目標数量（販売基準数量に特別枠の数量等を加算したもの）に対して4
万t下回ると見込まれる。このうち北海道では供給目標に対して6万7000t（目標対比98.1%）と大きく下回
り、都府県では供給目標を2万6000t（同100.6%）とわずかに超過する見通しだ（表1）。

②牛乳等生産量を下方修正
　J-milkが当初発表した18年度の牛乳等向け生乳需要は466万2000tだった。しかし、第2四半期までの
実績を加味して中央酪農会議が行った推計によると、牛乳等向け生乳需要はさらに5万t程度低い461万
1000tと予測される（表2・図9）。

③生クリーム・チーズ向け生乳需要が拡大
　中央酪農会議が出した推計によると、J-milkの年度当初の予測と比較して、生クリーム向け生乳需要
は2万2000t、チーズ向け生乳需要は1万1000tそれぞれ増加することが見込まれる。17年度実績と比較す
ると、生クリーム向け生乳需要は4万8000t増加となり、着実に液状乳製品需要が拡大していることがわ
かる（表3）。

④特定乳製品向けは限度数量超過の見込み
　前述した①～③を加味した特定乳製品向け生乳数量は、当初予測に対して9万5000t減少すると見込ま
れ、限度数量である203万tを5万1000t超過すると推計される（表3）。

⑤脱脂粉乳在庫は6000t削減の見込み
　J-milkが当初予測した脱脂粉乳需要（カレントアクセスは全量バターで行うと前提）は、16万3900tだ
った。しかし、9月までの実績を加味して中央酪農会議が出した推計によると、今年度の脱脂粉乳需要
は18万4600tが見込まれる。当初の供給目標数量どおりの生産を行い、さらに配分どおりの特別枠を実
施した場合、18年度末の在庫は7万8700tと前年度末から3400t積み増す計算になる。
　しかし、前述したとおり、特定乳製品向け生乳が供給目標数量に対して減少すると見込まれることや、
特別枠を超えた脱脂粉乳対策が実施される見込みであることから、18年度末の在庫は6万9300tと17年度
末から6000t削減されると予測される（表4）。

⑥バター需要は当初予測を上回る
　J-milkが当初予測したバター需要（カレントアクセスは全量バターで行う=8600t）は、8万53000tだっ
た。しかし、カレントアクセスの一部が脱脂粉乳で輸入されることとなり、9月までの実績を加味して
中央酪農会議が出した推計によると、バター需要は8万8800tと当初予測を3500t上回ると見込まれた。
　これによって、バターの18年度末在庫は2万9100tと前年度から2000t減少すると予測される（表5）。
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表１　18年度計画生産実績の見通し（10月段階〈9月まで実績〉） （単位：トン、％）
供　給　目　標　数　量 計　画　生　産　実　績　見　込　み

4～9月
累　計
④

計画生産
残　量
⑤＝②ー④① 販売基準

数　量 特別枠 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計
②

供給目標
数 量 差
③＝②ー①

供給目標
数量対比
③＝②／①

北海道 3,420,383 3,200,466 219,917 278,245 292,645 285,113 288,179 282,961 272,464 281,328 268,704 281,027 283,985 256,050 283,137 3,353,833 -66,550 98.1％ 1,699,602 1,720,781

前年比 （99.4％） （99.6%）（99.7%）（98.0%）（96.2%）（95.3%）（94.8%）（97.3%）（97.2%）（96.7%）（97.5%）（98.1%）（99.2%） （97.4%） （97.2%）（101.6%）

東北 687,427 679,578 7,849 59,376 61,514 58,147 58,313 56,940 55,588 58,339 56,283 57,731 58,057 53,727 60,286 694,301 6,874 101.0% 349,878 337,549

前年比 （97.3%） （98.7%）（99.3%）（98.9％）（96.4%）（97.4%）（97.0%）（99.6%）（99.5%）（98.0%）（98.1%）（98.3%）（98.0%） （98.3%） （97.9%） （96.6%）

関東 1,315,947 1,298,729 17,218 117,350 120,769 112,296 110,846 107,095 103,886 108,361 105,457 108,859 110,866 102,862 116,167 1,324,814 8,866 100.7% 672,242 643,706

前年比 （98.1%） （100.7%）（100.6%）（99.1%）（97.7%）（98.3%）（98.5%）（99.1%）（99.1%）（98.7%）（98.1%）（97.7%）（97.0%） （98.7%） （99.2%） （96.9%）

北陸 131,396 131,396 0 11,575 12,025 11,273 11,139 10,526 10,472 10,791 10,559 11,012 11,165 10,433 11,717 132,685 1,290 101.0% 67,009 64,387

前年比 （97.9%） （98.4%）（99.6%）（98.9%）（98.0%）（97.7%）（99.3%）（98.1%）（98.6%）（99.7%）（99.2%）（99.5%）（98.7%） （98.8%） （98.7%） （97.0%）

東海 476,773 467,623 9,150 42,292 43,686 41,340 40,602 39,342 38,210 39,768 38,323 38,701 39,474 36,933 41,920 480,591 3,818 100.8% 245,472 231,301

前年比 （99.2%） （100.4%）（100.9%）（101.2%）（100.5%）（101.4%）（101.9%）（100.8%）（100.4%）（98.2%）（97.2%）（97.3%）（98.0%）（100.0%） （101.3%） （97.1%）

近畿 231,437 467,623 9,150 42,292 43,686 41,340 40,602 39,342 38,210 39,768 38,323 38,701 39,474 36,933 41,920 480,591 3,818 100.8% 245,472 231,301

前年比 （98.2%） （97.9%）（98.2%）（98.2%）（97.1%）（99.0%）（97.9%）（99.9%）（100.6%）（99.6%）（99.1%）（99.0%）（99.2%） （98.8%） （98.0%） （98.3%）

中国 328,415 323,603 4,812 29,274 29,889 27,985 27,371 26,134 25,829 26,972 26,701 27,597 28,160 26,715 29,206 331,835 3,420 101.0% 166,482 161,933

前年比 （98.7%） （100.5%）（100.0%）（99.9%）（99.6%）（97.3%）（99.0%）（98.8%）（100.4%）（100.2%）（99.3%）（101.3%）（99.9%） （99.7%） （99.4%） （97.9%）

四国 162,580 162,580 0 14,694 14,911 13,860 13,102 12,422 12,238 13,216 13,049 13,571 14,065 13,190 14,489 162,806 226 100,1% 81,227 81,353

前年比 （97.1%） （99.2%）（98.9%）（98.5%）（96.4%）（93.4%）（95.4%）（98.0%）（98.0%）（97.8%）（97.3%）（97.7%）（95.9%） （97.3%） （97.1%） （97.1%）

九州 743,261 743,261 0 66,627 67,762 62,946 59,797 57,740 56,997 59,814 58,319 62,061 63,556 59,814 68,038 743,471 210 100.0% 371,869 371,392

前年比 （96.0%） （94.7%）（94.3%）（94.0%）（93.4%）（92.2%）（93.8%）（94.8%）（94.6%）（97.1%）（97.6%）（98.8%）（107.2%） （96.0%） （93.8%） （98.3%）

都府県 4,077,236 4,038,207 39,029 361,707 371,604 347,530 340,354 329,092 321,150 336,245 327,225 338,838 344,988 322,143 362,557 4,103,433 26,197 100.6% 2,071,438 2,005,798

前年比 （97.7%） （98.9%）（98.9%）（98.4%）（97.1%）（97.1%）（97.7%）（98.5%）（98.6%）（98.4%）（98.1%）（98.4%）（99.4%） （98.3%） （98.0%） （97.3%）

合計 7,497,619 7,238,673 258,946 639,952 664,244 632,643 628,533 612,053 593,614 617,573 595,929 619,865 628,973 578,193 645,693 7,457,266 -40.353 99.5% 3,771,040 3,726,579

前年比 （98.5%） （99.2%）（99.3%）（98.2%）（96.7%）（96.3%）（96.3%）（98.0%）（98.0%）（97.6%）（97.8%）（98.3%）（99.3%） （97.9%） （97.7%） （99.2%）
資料：本会議が指定団体に行ったヒアリングからの推計値
注：4～9月は実績値
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図９　牛乳等向け生乳需要の推移

表２　 牛乳等向け生乳需要予測数量の推移
単位：千トン

1月時点① 11月時点②

需要量 前年度比 需要量 前年度比 過不足
③＝②ー①

18年4月 380 97.3％ 380 97.3％ 0
5月 404 97.2％ 399 96.0％ -5
6月 409 97.6％ 405 96.5％ -5
7月 410 98.4％ 405 97.2％ -5
8月 393 99.3％ 389 98.5％ -3
9月 420 99.2％ 415 97.8％ -6
10月 412 98.9％ 403 96.7％ -9
11月 381 98.7％ 377 97.8％ -4
12月 364 98.2％ 363 97.9％ -1
1月 367 98.5％ 363 97.4％ -4
2月 352 99.0％ 346 97.2％ -6
3月 370 98.8％ 366 97.8％ -4
合計 4,662 98.4％ 4,611 97.3％ -51

表３　計画生産と生乳需給
単位：千トン

Jミルク当初
予測値

第２四半期までを実績にした修正後需要予測
17年度
実績計画生産

目標数量
当初予測
との差

計画生産
実績見通し

当初予測
との差

① 前年度比 ② 前年度比 ③=②-① ④ 前年度比 ⑤=④-① （参考）
生　乳　生　産　量 8,231 99.3％ 8,162 98.4％ △69 8,120 97.9％ △110 8,292
自　家　消　費　量 76 93.4％ 79 96.6％ 3 79 96.6％ 3 82
生　乳　供　給　量 8,155 99.3％ 8,083 98.5％ △72 8,014 97.9％ △113 8,210
牛　乳　等　向　け 4,662 98.4％ 4,611 97.3％ △51 4,611 97.3％ △51 4,738
乳　製　品　向　け 3,492 100.6％ 3,472 100.0％ △20 3,430 98.8％ △62 3,472
特定乳製品向け 2,176 99.2％ 2,123 97.3％ △54 2,081 95.4％ △95 2,182
その他乳製品向け 1,316 102.2％ 1,349 104.6％ 33 1,349 104.6％ 33 1,290
生クリーム向け 986 103.0％ 1,008 105.1％ 22 1,008 105.1％ 22 960
チーズ向け 330 100.0％ 341 103.3％ 11 341 103.3％ 11 330

注：供給目標数量は計画生産上の供給目標数量にチーズ向け需要量及びインサイダー率を踏まえ推計した。
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⑦特別枠の実施状況
　北海道では9月までに脱脂粉乳について製品1万3316t、バター・生クリームについては製品759t（バタ
ー換算数量）の特別対策を実施した。対策必要数量に対する残数は、脱脂粉乳は9807t、バターは835tで
あり、生乳11万2784tだ（表6）。
　一方、都府県は9月までに特別枠Aに該当する対策は行われておらず、この枠については10月以降順
次実施される。特別枠Bに関しては表に示すように、関東と東海で一部行われた（表7）。

3.18年度下期の計画生産対策

　②で示したとおり、18年度計画生産の目標である　i）脱脂粉乳在庫5000t削減、ii）バター在庫を積み
増さない、という二つは達成できる見通しとなった。
　しかし、残り6カ月の生乳需給やバターのカレント放出状況によっては、これらの目標達成がむずか
しくなることも考えられる。また、　限度数量を5万1000t増加すると見込まれること、依然として脱脂
粉乳在庫が高い水準であることなどから18年度下期の計画生産対策は以下のようにまとめられた。

表５　バター需給等の推移 （単位：千トン）

前 年 度
末在庫残 生産量 輸 入

売渡量 消費量 年度末
在庫量 備 考適性在庫

（2.5ヶ月） 差前 年 比 前 年 比 前年比 前年度
在庫差

12年度 38.2 79.9 89.2％ 0.0 83.0 99.6％ 35.1 92.0％ -3.1 18.0 17.1 
13年度 35.1 83.2 104.1％ 0.0 90.8 109.4％ 27.5 78.4％ -7.6 18.0 9.5 
14年度 27.5 79.6 95.7％ 6.3 86.7 95.5％ 23.7 86.2％ -3.8 18.0 5.7 
15年度 23.7 81.6 102.5％ 10.5 89.0 102.7％ 26.8 112.8％ 3.0 18.0 8.8 
16年度 26.8 80.6 98.8％ 7.8 89.3 100.3％ 25.8 96.4％ -1.0 18.0 7.8 
17年度 25.8 85.5 106.1％ 4.4 84.6 94.8％ 31.0 120.2％ 5.2 18.0 13.1 

18年度

31.0 83.9 98.2％ 8.6 85.3 100.8％ 38.2 123.2％ 7.2 18.0 20.2 自然体の生産量

31.0 80.9 94.7％ 6.6 85.3 100.8％ 33.2 107.0％ 2.2 18.0 15.2 販売基準数量配分後（需要はJミルク当初見込み）

31.0 81.8 95.8％ 6.6 88.8 105.0％ 30.7 98.8％ -0.4 18.0 12.7 販売基準数量配分後（需要は第2四半期まで実績で修正）

31.0 80.2 93.9％ 6.6 88.8 105.0％ 29.1 93.6％ -2.0 18.0 11.1 販売基準数量配分後（需要は第2四半期まで実績で修正）

カレント減減産を実施

需要が増加

目標数量以上に減産

表４　脱脂粉乳需給等の推移 （単位：千トン）

前年度
末在庫 生産量

輸 入
売渡量 消費量

年度末
在庫量 備　　　考通 常

消費量
対 策
数 量前年比 前年比 前 年 比 前年比 前年比 前年度在庫差

適性在庫
（2 . 5ヶ月）

適 正
在 庫

12年度 44.1 184.6 93.9% 13.4 188.7 87.5% 188.7 87.5% 0.0 ― 53.4 121.1% 9.3 35.0 18.4
13年度 53.4 177.9 96.3% 13.8 170.0 90.1% 170.0 90.1% 0.0 ― 75.0 140.6% 21.6 35.0 40.0
14年度 75.0 178.9 100.6% 0.0 173.1 101.8% 173.1 101.8% 0.0 ― 80.8 107.7% 5.8 35.0 45.8
15年度 80.8 184.4 103.1% 0.0 172.0 99.3% 172.0 99.3% 0.0 ― 93.2 115.4% 12.4 35.0 58.2
16年度 93.2 182.7 99.1% 0.0 187.9 109.3% 165.7 96.4% 22.1 ― 88.0 94.4% -5.2 35.0 53.0
17年度 88.0 189.7 103.9% 0.0 202.4 107.8% 165.6 99.9% 36.8 166.4% 75.3 85.6% -12.7 35.0 40.3

18年度

75.3 189.2 99.7% 0.0 163.9 81.0% 163.9 99.0% 0.0 0.0% 100.6 133.6% 25.3 35.0 65.6 自然体の生産量

75.3 184.0 97.0% 4.0 184.6 91.2% 159.2 96.1% 25.4 68.9% 78.7 104.5% 3.4 35.0 43.7
販売基準数量配分後（需要は第
２四半期まで実績で修正、対策
数量は特別枠配分数量を実施）

75.3 180.3 95.0% 4.0 190.4 94.0% 159.2 96.1% 31.2 84.6% 69.3 92.0% -6.0 35.0 34.3
計画生産実績見通し（需要は第
２四半期まで実績で修正、対策
数量は特別枠配分数量を実施）

減産を実施

目標数量以上に減産

カレントを脱粉で実施 需要が減少 特別枠を実施

特別枠以上の脱粉対策

表6　北海道の脱脂粉乳・バター（生クリーム）対策実績 （単位：千トン）

地　域 対策の種類
実績（製品） 対策必要数量 対策残

4月 5月 6月 7月 8月 9月 合計 製品 生乳換算 製品 生乳換算

北海道
脱脂粉乳 2,042 2,246 2,183 2,291 2,246 2,307 13,316 23,123（28,930）265,917（332,695）9,807（15,614）112,784（179,562）
バター・生クリーム 60 74 81 137 195 212 759 1,594（1,795） ―　　　　― 835（1,036） ―　　　　―

注：対策必要量は、中酪の特別枠を実施するのに必要な数量であり、カレントアクセス脱脂粉乳見合い4,000トン（生乳46,000トン）を含む。
　　ホクレンの（　　　）内の数量は実施計画数量。バター・生クリーム対策数量は、生クリームをバター数量に換算したものである。
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①計画生産の完全な遵守
　供給数量を超過することが見込まれている指定団体は、さらなる減産に努め、計画生産の完全に遵守
する。一方、早期の段階で減産に取り組むなどして、供給目標数量に対して未達になることが見込まれ
る場合でも、指定団体は生産力の回復を通じた計画生産の達成対策などを行わないように指導する。
　このように引き続き減産の取り組むために、18年度については未達ペナルティの発動を中止するとと
もに、19年度計画生産対策における販売基準数量の配分要素についても、18年度実績を加味しないなど、
生産抑制による需給改善努力が反映されるような仕組みを基本に検討する。

②加工原料乳発生の抑制
　脱脂粉乳在庫の削減と限度外数量を極力発生させないために、今後の加工原料乳の発生を極力抑制す
る。このため指定団体間の需給状況に係る情報交換や連携の強化を図るとともに、液状乳製品や発酵乳
等向け取引数量の拡大に取り組む。

　1と2に対して積極的に取り組みつつ、今後の加工原料乳量の発生状況や脱脂粉乳需要・在庫の動向を
注視し、必要に応じて対策を検討する。

表7　都府県の特別枠実施状況
（ア）特別枠　A （単位：千トン）

地　域 特別枠　A
実績（製品） 対策必要数量 対策残

4月 5月 6月 7月 8月 9月 合計 製品 生乳換算 製品 生乳換算
東 北

脱脂粉乳 0 0 0 0 0 0 0 2,141,675 24,629 2,141,675 24,629
関 東
東 海
中 国
注：都府県の特別枠A対策は、現時点では実績はない。10月以降順次実施する。

（イ）特別枠　B （単位：千トン）

地　域 特別枠Bの種類
実績（製品） 対策必要数量 対策残

4月 5月 6月 7月 8月 9月 合計 製品 生乳換算 製品 生乳換算

東 北
脱脂粉乳 0 0 0 0 0 0 86.975

1,000,013
86,975 1,000.213

バター 0 0 0 0 0 0 38,551 38,551 3,346.227

関 東
生乳直接置換 0 270 631 621 630 594 2,747 5,500,000 5,500,000 2,753,244 2,753.244
全粉農家還元 0 110 0 0 0 110 172,812 1,500,008 62,559 5,430.086

東 海
生乳直接置換 0 0 0 0 0 0 1,000,000 1,000,000 1,000,000 1,000.000
全粉農家還元 89 36 0 0 50 175 593,318 5,150,000 418,318 3,974.018

中 国 全粉農家還元 0 0 0 0 6 6 28,802 250,001 22,926 1,989.977
注：生乳直接置き換えについては、生乳換算トン＝製品トンである。


